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第２期第２回練馬区障害者地域自立支援協議会議事録 

 

１ 日にち  平成２２年１０月２８日（木）  

２ 開閉時間 午後２時から午後４時 

２ 場所   練馬区役所庁議室 

３ 出席委員 飯島委員（副会長）、齋藤委員、佐藤委員、的野委員、田中康子委

員、河合委員、木村智恵子委員、木村英幸委員、保谷委員、遠藤委

員、田辺委員、八戸委員、井戸委員、林委員、石野委員、 

田中弘昭委員、道家委員、小美濃委員、明石委員（以上１９名） 

       ※欠席委員 高橋委員、市川委員、本橋委員 

４ 傍聴者  ５名 

５ 配布資料 ①第１回練馬区障害者地域自立支援協議会について 

       ②相談支援の現況および実例について 

       ③専門部会からの報告 

       ④専門部会からの協議 

       ⑤専門部会からの協議に関する改定練馬区障害者 

        計画および第二期練馬区障害福祉計画の進捗状況 

       ⑥練馬区障害基礎調査 結果概要（抜粋）     

        

○事務局 

第２回練馬区障害者自立支援協議会を開催させていただきたいと思います。 

まず事務局のほうから２～３ご案内がございます。まず、資料の確認でございま

す。皆様のテーブルの上に資料を何部か載せさせていただいております。まず、

自立支援協議会の次第が書かれたホチキス止めの資料集が１つ。それと、クリア

ファイルの中に資料がございまして、１つが「石神井特別支援学校を取り巻く状

況」、こちらもホチキス止めになってございます。もう１つが「精神福祉ボラン

ティア講座」といって、講座のご案内のチラシが入ってございます。以上３種の

資料を今回配布させていただきましたけれども、何か欠けているものがありまし

たら、事務局のほうまでお知らせいただければと思います。 

 また本日は、当協議会の委員の中から市川委員と本橋委員のお二方から欠席の

連絡が入ってございます。また、区側出席者のうち、保健予防課長が所用のため

欠席となりますので、代理の職員が出席しております。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、まだ高橋会長がお見えにならないのですけれども、練馬区障害者地

域自立支援協議会設置要綱第５条第５項に、会長に事故があるときは、副会長が

会長職務を代理するという規定されていますので、以降の進行を飯島副会長にお

願いしたいと思います。よろしくお願いいたします 

○副会長 

  皆さん、こんにちは。足元悪い中お集まりいただきまして、ありがとうござい

ます。まず資料１について、事務局から説明をお願いします。 
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○事務局 資料１の説明  

○副会長 

  ありがとうございました。ここまでにつきまして、何かご質問・ご意見等あり

ましたらお願いします。よろしいでしょうか。ないようでしたら、次に行きたい

と思います。「資料２ 相談支援の現況および実例の報告について」、説明をお願

いいたします。 

○事務局 資料２の説明  

○副会長 

  では、ここまでにつきまして、どなたかご意見・ご質問ございませんでしょう

か。発達障害というのが別のくくりになっているのは、知的障害を伴わない発達

障害という意味ですね？ 

○事務局 

  そうです。 

○副会長 

  どなたか。数は圧倒的に身体障害が多いと思うんですけども、知的・精神に偏

っているというのは、身体のほうは大体、相談することがないということなんで

すかね？ 

○委員 

  主に身体障害の方のご相談というのは、具体的なサービスを求めて、相談され

るという傾向が強いので、そういう相談になると、やはり福祉事務所を中心にご

相談をされるというふうに考えております。精神・知的の方につきましては、サ

ービスを具体的にというよりは、現状もしくはこれからの生活のご相談とか、い

ろいろ抱えている悩み等の相談ということに性質としてはなるので、支援センタ

ーに関する統計上は、やはり精神と知的の方が多いんだろうというふうに認識し

てます。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにどなたか。では、次に進んでよろしいでしょ

うか。では、各センターからの報告ですか。まず「きらら」からお願いします。 

○委員 

  ７ページの豊玉障害者地域生活支援センター「きらら」のほうからご報告した

いと思います。今回の事例を出させていただいたのは、「きらら」は精神を中心

にいろいろ支援を今までしてきてたと思うんですけれど、ほかの障害がある方も

含めて、これから利用できる、こんな形もあるのかなと思って出させていただき

ました。 

  この事例ですけれども、視力障害の方です。そして、みえた経緯ですけれど、

そこに経過を書いておりますけれど、会社に入ってらしてる視覚障害者の方が、

やはり会社の中でいろんな意味で仕事の困難性とかいろいろあって、そして会社

から「レインボーワーク」という就労の機関に相談があって、そしてその就労の

ほうでは今度、保健相談所の地区の担当のほうに相談があったようなんです。 

そして、ご本人の困っていることをお聞きしたら、やはり気分転換をしたり、
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落ち込んだときとか、仲間ともう少しいろんな話をする機会が欲しいという訴え

があって、そして「きらら」のほうにつながりました。そして実際に「きらら」

につながっておりますけれども、やはり多くの方たちが、主治医をはじめ、ガイ

ドヘルパーの方、いろんな方が関わっておりますけれど、やはり単身でいらっし

ゃる障害をお持ちの方が、ちょっと気楽に相談に行けたり、気分転換するときに、

どこに行ったらいいかというところで「きらら」を当てにしてくださったという

ので、とても良かったと思います。 

  今やっているのは、やはりそういうときに「きらら」に顔を出して、昼食会に

参加したり、ご自分がお弁当を買ってきて一緒に食べたり、それから、パソコン

教室というのをやっているんです。当事者がやってる日があって、その日は、ご

自分が視力障害がおありなので、特別のパソコンを持ってらっしゃるんです。そ

れを持参して、一緒に２時間ぐらいやってるんですけど、そこに顔を出して、自

分なりにそこで一緒にやることができるというふうに「きらら」の中は利用して

いただいてるようです。それから、オープンスペースで、ちょっとした新聞の話

題だとか、ちょっとした話をしたり、自分が、気分が、なかなか会社では話せな

いようなことをちょっと話していくみたいな上手な使い方をしていただいてい

ます。 

ですから、私たちのほうでは、オープンスペースだったり、プログラムの中で、

ご自分が「この辺だったら使えるかな」というところを、来ていただければ一緒

に相談しながらやらせていただきたいなと思って、今この事例を出させていただ

きました。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。それでは続けて「すてっぷ」お願いします。  

○委員 

  実例のほうの報告をいたします。件名のほうは「外国人世帯の知的身体重複障

害児の、各障害手帳の取得、及び各種手当の受給の手続きを、生活支援センター

を窓口にして、学校や各支援機関との連携によって行なった取り組みについて」

と、大変長い件名になっているんですけれども。 

障害を持った方の中で、今まで比較的定住する傾向が強かったんですけど、や

っぱり社会的な状況ですとか、あと福祉サービスのほうが基本的に自治体ごとに

提供されるようになってくる中で、住まいを移す方が増えてきているということ

で、今回はその中でもかなり極端なケースではあるんですけど、外国から日本の

ほうに移って来られて、移るに当たって、福祉サービスを中心にご本人のコーデ

ィネートをしたというところの報告です。 

  相談に至った経緯は、特別支援学校長から外国籍の障害児童の愛の手帳取得が

可能かどうかという問い合わせが入りまして、そこからご本人の支援が始まりま

す。ご本人はダウン症で、先天性の心室中核欠損症のため手術が必要ということ

で、知的と身体の両方の障害をお持ちの方です。日本で手術して、その後のケア

のこともありまして、手術後には定住をしたいということで、こちらのほうに相

談がありました。 
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  自国では障害の認定を受けてなく、福祉サービスも一切利用していなかったの

で、全くゼロからのスタートということで、日本でどのようなサービスを使って

生活していくかというのも相談をしています。その手続きに当たっては、当然ご

家族も外国人ですから、言葉の問題等もあって、さまざまな支援機関との調整と

いうのはなかなか難しいということで、支援の仕方としては、支援センターを窓

口にして、ご本人に必要な各サービス機関なり行政機関との手続きを一括して行

なえるようにしたということです。 

  ご本人の主訴としては、手帳の取得と手当ての受給、今後の福祉サービスのコ

ーディネートということでした。関連した機関としては、保護者の方と特別支援

学校の担任と生活支援センターと、調整先になった機関としては児童相談センタ

ー、福祉事務所の各担当、子育て支援課、外国人登録課という所になります。 

  これから生活していくに当たっては、さまざまな支援機関での手続きが必要に

なりますので、担任教諭に聞き取りを担当していただいて、その内容に応じてど

のような支援が必要かというのを、センターのほうでコーディネート案を作成し

ています。それから、そのコーディネート案を作成したものを、ご本人に分かり

やすい形で説明資料を作って、ご本人との相談。で、ご本人の意向を確認して、

その後の支援方針を決定しています。 

  それから手続きに当たっては、すべてセンターのほうで事前の調整を行なって、

一括して行なえるようにしてから、ご本人と保護者さんを伴って、同行しての手

続きということをしています。もうこちらのケースでは手続きのほうを終了しま

して、生活を始めているんですけども、こちらの方だけでなく、例えば他県から

移動して来られる方であったりとか、または他区市から移動して来られる方で、

今までですと、移動後にその後の生活の手続きを始めてから作らなければいけな

いということだったんですけども、生活支援センターを事前に利用していただい

て、さまざまな準備を整えたところで、安心してこちらのほうに移動して来ると

いうことが可能になっているというところの報告です。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。続いて「ういんぐ」さん、お願いします。 

○委員 

  報告をさせていただきます。私からは「就労支援と生活意欲の向上に向けて」

という内容で、性同一性障害があって、さらに数年前に統合失調症と診断された

方のケースです。この方の生活状況は、アルバイトをしながら一人暮らしをして

いましたが、２年前に一回実家に戻り、しかしご両親がその後、老後の生活設計

のことを踏まえて家を売却しましたので、また一人暮らしに戻られたという方で

す。 

  この方は、妹さんにもうつ病を発症している方がいらっしゃるんですが、ご本

人を中心とした家族関係は薄いということで、その理由としては、子どものとき

に父親から虐待を受けたこともあって、家族への不信感があるということです。 

  現在は障害基礎年金２級と今までの預金で、アルバイトを時々しながら生活し

ていますが、将来の生活設計への不安を抱えています。最近、作業所へ通所を始
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めています。就労と物事に興味を持てるようになりたいという相談があって、こ

ちらの生活支援センターのほうで支援をするようになりました。 

  ご本人の相談の主訴ですが、性同一性障害という、なかなか少人数で、まだま

だ社会の中で理解をされていない障害をお持ちなので、その障害についての理解

を多くの人にしてほしいということ。それと、家賃や生活費等の出費が多いので、

生活の安定のために就労をしたいということ。それと、生活に関する意欲がない

ので、物事に興味を持てるようになりたいというような、３点の相談を受けまし

た。 

  現在支援している機関および役割ですが、保健師さんが虐待被害へのアフター

フォロー、就労支援機関のほうでは就労支援、病院では病気の説明、健康管理等、

地域生活支援センターでは日中の居場所、プログラム参加、あとは今後の生活に

対する相談支援を行なっています。 

これからの支援の方向性ですが、虐待被害や家族への不信感などへの心理的サ

ポートが必要だろうということと、経済的に生活不安となることが予想されるの

で、医療的な、お医者さんの判断や指示等に基づきながらの就労支援ということ、

それと私どもの生活支援センターでは、現在、自分のことを安心して話せる場に

生活支援センターがなっていますので、その信頼関係を維持しつつ、主訴でもあ

る物事に興味を持ち、他の人との関わりが持てるような、そういったことを実現

していくために、他のメンバーと一緒に活動できるプログラムへの参加等も促し、

役割があるような形でのプログラム参加等をしながらサポートしていきたいと

思っております。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。最後に、では「さくら」。 

○委員 

  大泉障害者地域生活支援センター「さくら」でございます。私どもの事例は、

引きこもり状態が続いているご本人との意思疎通の困難さを感じている両親が、

状況の改善のために相談に来られた相談の事例でございます。  先ほど副座長

からございましたけども、いわゆる発達障害の方のご相談の事例でございます。 

  ご本人は現在１９歳で、数年前、中学の途中から突然不登校状態になり、その

後どんどん引きこもり状態が強まっていくという経過がございました。両親に対

して暴力的な行動を家庭内でとったりとか、親御さんがおっしゃるには自殺を企

図したような形跡もあるというような状況でございました。 

私どもの支援センターが５月に開設された以後、早い段階でご相談に来られた

ケースでございます。たまたま家が徒歩で５分あるかないかぐらいの近くの所で

ございまして、「たまたま通りかかったら、何か障害者相談支援センターみたい

な看板があったので、寄りました」ということがきっかけでございました。私ど

もに相談をされる直前に、ご両親だけで精神科に相談をされて、そこで「広汎性

発達障害」であろうという、仮の診断ですけども、そうした直後の私どもへの相

談でした。 

現在、ご本人自体は良くも悪くもなく、依然として引きこもりの状態が続いて
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おりますけれども、まずはご両親に対して、私どもがこの度実施しております家

族支援の一環であります、ペア・ピア相談事業、この事業についてご相談のケー

スということでつなげております。 

ご両親に対しては、今後どうしていくかのことを共に考えていくこと、あとも

う１つは、障害理解というところをもう少し進めていって、こういった障害に対

して、どういうふうに家族が対応をすれば良いかを助言しているところでござい

ます。 

また、ご本人に対しては、中長期的には支援センターに通っていただいて、少

し本人とのやりとりができるところを実現したい、できるだけハードルを低くし

たような形で、センターに来てもらえるような方策を、今、職員と考えていると

ころでございます。 

今後、私どものセンターでは、喫茶事業等も始める予定でございますので、そ

の辺りのところも念頭に置きながら、個別支援プログラムを検討して行くという

ことで、今考えているところでございます。以上でございます。 

○副会長 

  ありがとうございました。それでは各センターからのご報告に対して、ご質問

あるいはご意見ございましたら、お願いいたします。 

○委員 

  今日の４支援センターの最初に、「きらら」のほうから視覚障害者の事例が挙

がりました。１つは僕たちのお願いとしては、中途の視覚障害者というのは、最

初は、視覚障害者になりたてでは歩行も大変困難で、今のところ、例えば「すて

っぷ」で視覚障害の相談というプログラムが組んでありますけれども、できれば

４施設、センターにそういう視覚障害なりの、もちろんやられているというふう

に今日思いましたけれども、できればその辺を少し、文章か何かでうたってもら

ってですね。 

近い所が、やっぱりまずは行ける所なんです。決められた所もいいんですが、

なるべく近い所に行きたいので、そういううたい文句も４センターで作ってほし

いということと、視覚障害者になりたての人は、ガイドヘルプというのを知らな

い人ももちろんいますし、知ってるとしても、ガイドヘルプというのは無制限に

頼ることができません。そういう制度ですから。ということで、例えば最寄りの

駅に迎えにと言いますか、来られていただいて、それからセンターにお連れして

お話を聞くとかいうような方法もあるんじゃないかと思うので、そういう手段も、

できれば備えてほしいなというふうに、聞いてて思いました。 

  本当に、視覚障害者の特に中途の人は、家から出ることさえもなかなか拒むと

言うか、恐くてということと、やっぱりどうしていいか、この先、それこそシャ

レではありませんけど、お先真っ暗ということで、どうしていいか分からないと

いう状態に落ち込むことがかなり強くありますので、その辺を配慮された、４セ

ンターの構えを作ってほしいなというふうに、聞いていて思いました。 

○事務局 

  一番最初、５ページの説明をさせていただいたときに、副会長のほうから、身
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体障害の方が圧倒的に数としては多い中で、利用している方は知的障害の方もし

くは精神障害の方がほとんどではないかというお声をいただいております。 

  ４センターの所長会の中でも、身体障害をお持ちの方をどのようにしてセンタ

ーにつなげていくかと。そういう魅力的なプログラムを打ち出していけるかとい

うことは、課題になっているところでございますので、この辺りは、「すてっぷ」

や「さくら」が中心になってこようかとは思いますが、先ほど「きらら」の報告

にもありました通り、視覚障害と精神障害を重複しておられる方ということもご

ざいますので、その辺はまた４所長会の中でも、課題として取り上げさせていた

だきたいと思います。 

  また、中途の視覚障害の方のご苦労ということで、重ねてご説明いただきまし

た。我々としても、家から出られないというか、どこにもサービスにつながりき

れてない方に対して、どういうふうに支援の手を差し伸べていくかといったこと

は、これもセンターの障害種別を越えた課題であろうというふうに認識してござ

いますので、また、こちらも同じく所長会等で方策等を検討していきたいと思っ

ております。 

○副会長 

  それでは、ほかにいかがでしょうか。 

○委員 

  「さくら」の相談支援の実例の話なんですけど、「中学２年の夏休み明けに突

然不登校になり」というので、本人は医者に行ってないけど発達障害であろうと

いうのがあるんですけど、普通学校に通っているのか、支援学校に通っているの

か分からないんですが、もうちょっと早く、不登校になったという段階で、先生

とか学校から相談みたいな形とかあるといいのかなとか思うんですが。そういう

例とか、先生からの相談はあるのかなとか思うんですけど、どうでしょうか。 

○副会長 

  どうですか。 

○委員 

  この事例に関しましては、お話をうかがう限りは、その当時、夏休み中に、学

校の先生の言葉が、これはあくまでもご両親の言うことですけども、一部引き金

になっているのではないか、そういったことございました。もう卒業されて、そ

の後の話なので、私どものほうで、そのときの学校等に事情を聞くとか、そうい

うことまで考えておりません。 

○副会長 

学校は、支援学校だったんですか。 

○委員 

普通学級です。この方の状況から、知的障害はないと私どもは見ております。 

○副会長 

  委員がおっしゃるように、突然不登校になるというのは、何かやっぱり裏があ

るというか、知的には高いから、おそらく高機能自閉とかアスペルガーとかいう

人だと思うんですけども、もっともっと本当に前に何かのチェックが必要で、そ
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れを対応してこなかったので、こういう二次障害の形で出てきちゃったというこ

とだと思います。委員がおっしゃるように、もっと早く見つけて何か対応すると

いうシステムがどうしても必要で、こういうふうに二次障害を起こしちゃうと、

これを元に戻すのは、もうものすごいエネルギーがいると思うんです。 

○委員 

  発達障害が考えられる方の、このように引きこもりになってしまっているよう

なケースというのは、多分各センターのほうに相談が来ていると思います。 

多くはご家族からの相談で、その後やっぱりご本人とつながりたいと。けれど

も、なかなかご本人は出て来てくれない、つながらないというケースは、うちの

センターでも何人もそういうケースありましたし、お母さん・お父さん、お話う

かがって、お母さんのほうで「ぜひ連れて来たい」と言ってくださったんだけど、

結局いまだに連絡すら取れてないというケースもあります。 

  今、副座長のほうからお話ありましたけど、やっぱりそういう状態まで来てし

まうと、なかなか、また社会に出て来る、支援センターにつながる、次の生活を

考えるというのは難しいので、やっぱりその前の段階で、早い段階でそういう支

援センターなり専門相談機関につながっていくというところでは、やっぱり普段

の生活を見ている学校さんですとか、そういう所とかの連携というのは本当に不

可欠だと思っていますが、まだその部分では充分な体制が取れてないのが現状な

ので、その辺については、やはりこれから考えていかなきゃいけない部分ではな

いかなと。 

  今のは、一般校ですよね。まだまだ特別支援学級・特別支援学校とも充分な連

携ができているとは言えないと。やっと始まったところだと思いますので、これ

からその部分を特に考えて、しっかりした仕組みを作っていくことが重要かなと、

相談を受けていて感じています。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

○委員 

４センターのお話を聞きまして、我々親の会および法人としても、相談支援を

充実していかなきゃいけないということで、法人の中にも相談支援部門および親

の会でも、相談会というのを催してやっています。 

主には「すてっぷ」および「さくら」と連携をしながらやってるんですが、相

談支援の実例って、いろんな多方面があると思うんですが、これはどういう形で

相談支援をですね。個別の問題がありますので、個別には出せないと思うんです

が、いわゆるそういうものが、我々も含めていろんな所で必要になってくると思

うので、こういう相談支援の実例をどういう形でオープンにして、オープンとい

うか、ほかの所が悩んだときには「こういう実例があるよ」というのを分かるよ

うにしてもらうと、非常にいいのではないかと思うんです。 

個別相談ということですから、なかなか難しいんですが、その相談支援の実例

が大きくあるによって、我々も「あ、こういうことなら、こういうことをすりゃ

いいんだ」ということが分かるので、ぜひこれを実例集みたいな形で、一回一回
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じゃなくてもいいんですが、どこかの機会でやられるようにしていただければあ

りがたいと。そういう意見です。 

○副会長 

  ありがとうございました。これに関しては。 

○事務局 

  今、貴重なご意見を賜りました。加えてご説明するまでもないことかと思いま

すが、なかなか個人情報の保護という観点と、このような情報を共有し合うとい

うところのせめぎ合いとでも申しましょうか、非常に微妙なバランスで、やって

いかなきゃいけない案件でもございますので、おっしゃった通り、どこまで個別

性を突きとめられない程度に、ただ、ある程度具体的な状況が分かるような、そ

のような実例集みたいなのが出せるのかといったところにつきましては、これも

また少し、センターとも検討させていただければと思っております。 

○委員 

  できれば、そういう事例発表会みたいなことをですね。４センター主催でもい

いですが、どこかの主催でもいいですが、そうやって各作業所、いろんな所も悩

みを抱えていると思うんです。自分の所で処理できればやりますし、私どものほ

うも今、ネットワークを構築中ということで、いろんな関係機関とかとやってま

すので、１年に１回でもいいんですが、半年に１回でもいいんですが、２年に１

回でもいいんですが、発表することによって共有化を図るということをぜひお願

いしたいと思います。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

○委員 

  今の情報共有の話について、先ほど参考資料に出された４ページにも、都のほ

うから出されている資料で、個人情報の保護に関する法律が活動の支障となって

いる現状を改善する必要があるとはっきり書かれている。区だけの問題ではなく

て、やっぱりもっと大きな問題なのか、ただ、その対応としては、やっぱり各自

治体には移譲で、「各自治体における条例の解釈や自治体組織の改正、これは区

民ですね、区民への周知等の取組みにより」というふうに書いてありますので、

決して対応できないことではないと思うので、その辺ははっきりした方針を示し

て、これから対応していきたい、いってほしいというふうに、やっぱり相談現場

からも願っています。 

  ここでは、蓄積したものを発信して共有するということが書かれておりますの

で、支援に当たった情報を共有することで、やっぱり次の支援につながるという

のは、もうそういう課題というのは、はっきりしてるのかなと思いますので、ぜ

ひ継続して、この辺も考えていけたらと思います。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにいかがですか。それでは、ないようでしたら

次に移りたいと思います。「資料３ 専門部会からの報告」について。では「き

らら」からお願いいたします。 
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○委員 

  私のほうは、専門部会が９月１６日に一回開催しました。そして私たち豊玉の

ほうの専門部会ですけれども、困難事例となっておりますけれども、困難事例と

いう事例性ということもあるかもしれませんけど、私たちの委員の方たち、相談

機関の方が福祉事務所だったり、保健相談所だったり、直に支援してらっしゃる

方が委員の方で特に入ってらっしゃるし、それから何よりも家族の方に一緒に入

っていただいている中で、やはり相談につながる前の段階だったり、あるいはそ

れについての困難性について、とても課題になっております。 

  そしてやはり、その課題をどういうふうに解決していったらいいんだろうかと。

そして、お互いが役割を持ってる相談機関なんですけれど、やはり相談機関同士

のネットワークだとか、あるいは先ほどから協働とか連携とか言葉が出ておりま

すけれども、そういう部分においてもまだまだ充分ではない部分が多いのではな

いかということが、とても実際に身近にいらっしゃる家族の方から提案されまし

た。 

  そこで私たち専門部会は、そのことを今詰めさせていただいている段階です。

実際には、それではどうやっていったらいいかという中で、この前、家族会で生

活保護の担当の方が、家族会でとても分かりやすいお話をする機会をそこの場で

打ち合わせをしてやられることになったり、それから、うちのほうで先日は障害

年金の話をして、やはり精神障害ですけれども、なかなか年金についての知識が

あやふやだったり、いろんな意味で家族の方の、これからの将来という悩みをた

くさん抱えておりますので、社労士さんたちも一緒に勉強するという形で、とて

も個別性、あるいは具体的な勉強会をやらせていただきました。そして今後、ま

た家族会で、そういう情報をまたつなげていくというふうに、どこかで情報が出

て来たときに、そこだけにとどめないで、その情報を広がっていく形でやらせて

いただきたいということを今考えております。 

  次回は、実際に相談になかなかつながらない、そして当事者がやはりそのサー

ビスにつながらない、その辺を当事者からしっかり聞こうということになりまし

た。専門部会で、やはりご本人たちが医療に対するこだわり、障害に対するこだ

わりももちろんあるし、情報が入ってないということも大いにあると思います。

それを今だと、当事者がきっとその辺のことを具体的に私たち相談機関に対して

提案してくれたり、今後の課題として挙げていただけるようなことになると思い

ますので、次回はそれを内容にしていきたいと思います。 

  やはり私たち相談機関ですと、今日も先ほどの例と同じようですけれども、相

談がかかって来たときに、いきなり電話がかかって来たときに、実際にはもう支

援している機関がいて、そこの職員の方の家族が病気のようだと。でも、どこに

もつながってない。これは一体どうやって解決したらいいんだろうかというふう

に、電話を先ほどいただいたんです。そのときに、やはりどこにつなげて、そし

てどこでどういう解決が得られて、そしてそこからつながっていくかということ

を、やはり生活支援センター、相談機関というのはいろいろ知識を持ってなくち

ゃいけないんだなと思っております。 
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  ですから４つのセンターとも、お互いが持っている情報を本当に共有して、そ

して深めていくことによって、先ほどの視力障害の方の部分も含めて、いろんな

ことがこれから解決の方向に向かっていくかなと今思いながら、ご報告しました。

以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。次は石神井ですから「ういんぐ」さんですね。お願

いします。 

○委員 

  私どもの地域移行専門部会は９月８日に開催しました。今年度上半期は、専門

部会の各委員さんから、所属する現場の現状と課題を報告していただいてまして、

９月８日は精神障害の方を対象とした作業所、グループホームおよび保健相談所

の各委員から現状報告をしていただきました。 

  9 月 8 日と過去２回に行なった現状報告の中で、明らかになった課題としては

主に、精神障害者および知的障害者の高齢化の問題、高齢障害者の地域移行、退

院促進や地域生活支援に関する問題、地域生活に必要な社会資源の問題に大まか

に分類をされています。 

  次回以降は、各委員さんから現場からの報告等をしてもらった中での課題や原

因、対策について全体的な意見交換を行いながら、今年度の専門部会で優先的に

取り組む内容を明確にして、方向性をまとめていくということと、昨年度の自立

支援協議会で提言をさせていただいた内容の中で、今後の専門部会として取り組

むべき項目がありますので、その内容の具体化について検討していきたいと思っ

ています。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。それでは続きまして、大泉「さくら」さん、お願い

します。 

○委員 

  私どもは１０月４日、３週間ほど前ですけれども、第１回目の専門部会を開き

ました。専門部会の開催に当たりまして、先立ちまして、この間の事業報告等を

行なうと共に、専門部会の委員について若干補充をしたほうがいいというふうに

考えましたので、それをお諮りしました。総合福祉事務所の身体および知的障害

者の両係長を加えるということでご了解を得ましたので、次回以降、大泉総合福

祉事務所の身体・知的の担当係長にご参加いただきます。 

  当日の議論ですが、私どものセンターの課題が「身体および知的障害にかかる

困難事例等の検討」ということで前回決まりましたので、これについて、じゃあ

どういうふうに検討を進めるかということで話し合いをいたしました。 

  先般実施されました「練馬区障害者基礎調査報告書（概要）」を一応参考資料

に、困難事例と言っても、何をもって困難な事例とするのかみたいな議論を始め

てしまうと訳が分からなくなってしまうので、議論の切り口として、やはり障害

の方がこの地域でどういうふうに暮らしていけるのか、いくためにはどうしなけ

ればいけないかという最も大事な議論を進めていくという意味で、先ほどの基礎
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調査で各質問項目の中に、本人および支援者に対して、将来、どういう所で暮ら

したいのか、また望んでいるのかを聞いている設問がございます。 

  そしてこれを議論の材料にしまして、やりとりをさせていただきました。例え

ばご本人に対して、それぞれ身体、知的、精神、また施設入所されている方々に

お聞きした部分につきましては、障害によって少し傾向が違うことはございます

けれども、いろんな暮らし方をそれぞれご希望されていると言いますか、一人暮

らしをしたいとか、ご家族と一緒に住み続けたいとか、自立してグループホー

ム・ケアホーム等で少し家族と距離感を置いて暮らしたいとか、そういったよう

な、それぞれにご希望が少しばらついてるように見えます。 

  介護者やご家族等に聞いた部分についてもまた、同じような傾向がございまし

て、それぞれが希望されるような住まい方を実現できるよう、これから考えてい

かなければいけないだろうと思います。そういった意味では、あらゆる住まい方

対して、それを阻む要因というものを分析したりして、そこから見えてくる地域

の課題等を、委員が持ち寄る事例の中で議論をしていきたいと思っております。 

  ですから、個別の事例についての、いわゆるケア会議みたいなものではなくて、

もう少し広い視点で議論ができたらということで考えております。そこまでは第

１回目で協議しまして、次回、来月にまた第２回目を開く予定でございます。以

上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。各専門部会からのご報告に対して、ご質問あるいは

ご意見がございましたら、お願いします。いかがでしょうか。よろしいでしょう

か。それでは協議事項に移りたいと思います。資料４について「すてっぷ」さん

より説明、それから参考資料１、２については事務局から説明をお願いします。 

○委員 

  協議事項について説明いたします。この間の部会の開催については、９月１７

日と１０月１３日に２回開催しています。大きなテーマとしては、光が丘部会に

ついては権利擁護ということで、前回ご報告しました通り、権利擁護の３層構造、

システム・アドボカシィ、セルフ・アドボカシィ、インディビジュアル・アドボ

カシィという中でも、地域支援者や家族、地域住民による見守りや、ご本人の代

弁活動に当たるインディビジュアル・アドボカシィの部分が、今後特に重要にな

ってくるだろうと。 

  これから、障害を持った方の地域生活を広げていく、充実させていくためには、

この部分の充実が必要であるというところで、地域安心ネットワークの構築をテ

ーマに議論していきたいというところでご報告したかと思いますが、この間の２

回の部会においては、まず９月の部会で、近隣区の板橋区で安心ネットワークの

取組みに先進的に進めています「板橋安心ネット」より事務局を務めている櫻井

さんをお招きして、取組みの説明をしていただきました。 

  そこで話していただいた内容から、私のほうで抜粋したものが次ページに資料

として添付しております。そちらの資料を使って１０月の部会においては、部会

員によって、板橋の取組みを参考にして、練馬区であったら練馬区型の安心ネッ
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トワークづくりについてはどのように進めていくべきか、また、練馬型の安心ネ

ットワークというのはどうあるべきかというところで協議していただきました。  

安心ネットワーク、これは板橋の取組みを参考にして、安心ネットワークの機能

としては、顔の見える支援者のネットワークの構築が１つと、「ＳＯＳカード」

といって、緊急時の連絡カードの活用というのが１つと、地域住民への発信、地

域啓発というのが１つ。この３つが安心ネットワークの柱になるであろうと。 

  その取組みに当たっては、当事者や家族を中心にして、支援者や地域住民、そ

して行政機関の役割分担が適切に行なわれる地域協働の関係づくりが重要とな

ってくるというところで、まず意見が一致しています。協働については、最初に

説明があったかと思うんですけども、そういった関係をきちっと作っておくこと

が大事だろうと。 

この３つの柱の中で、ＳＯＳカードについては緊急時の連絡ということと、そ

のカードを持っている方が支援を必要としている方であるということと、その要

支援の表明と２つの機能を持っているだろうと。その中でも、緊急連絡の機能、

いざというときは、そこの番号に連絡して、自分の支援者に「今困った状況にあ

るということを伝えてくださいね」といった機能が注目されがちなんですが、む

しろ今後、障害を持った方が地域で自立して生活すると。それをバックアップす

るツールというふうに考えたときには、要支援の表明という機能が、今後、より

大きな可能性を持つのではないかというところで意見が一致しています。 

その要支援の表明という、特にそういった機能を確立させるためには、カード

の提示を受けたときに、それに対応する主体となる地域住民について、そのカー

ドの機能なり、そのカードを作った意図なりというのを周知、徹底していくこと

が必要であると。これは支援者だったり家族だけが共有しているのではなくて、

一般の住民の方に広く理解していただくことが必要であると。その部分について

は、先ほどの協働の中で、役割分担で、特に行政の役割というのが大きくなって

くるだろうというところで、協議が進んでいます。 

  今後の協議については、役割分担の部分で、当事者の役割・責任と、支援者の

役割、ネットワークとして果たせる機能、そしてそれをバックアップする行政の

役割というところで整理して、協議を進めていきたいと思っています。 

  ３点目で、自立支援協議会の協議内容ですが、練馬型地域安心ネットワークに

期待される機能ということと、安心ネットワークにおける当事者、支援者、住民、

行政の協働のあり方について、皆さんで協議していただけたらと思います。それ

に基づいて、今後の部会の協議を進めていく予定でおります。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。続きまして、参考資料１・２に関する説明を事務局

からお願いします。 

○事務局 

参考資料１・２の説明  

○副会長 

  ありがとうございました。２３ページからの説明をお願いします。 
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○委員 

  ２３ページの「板橋安心ネット」の櫻井氏資料より抜粋の内容については、ま

ず板橋安心ネットの取組みとして、支援者の連携、本人支援、地域啓発と、３つ

の活動があると。 

支援者の連携については世話人会といって、これが顔の見えるネットワークで

す。定期的に支援者が集まってさまざまな問題を話し合う場所。次に本人支援の

部分で、ＳＯＳカードといって、緊急避難用のカードを発行している。発行の主

体になっています。次に消費者被害ワークショップ。これはご本人向けの勉強会

です、を行なっていると。３つ目が警察署の訪問や警察署員に来所してもらって、

勉強会を行なっていると。 

  地域啓発については、キャラバン隊「いこーる」という取組みで、これは２９

ページに資料を添付しています。「みんなにとどけ 彼らのメッセージ 板橋安

心ネットキャラバン隊」という取組みです。知的障害の方、特に知的障害の重度

の方の、地域で生活する上でのさまざまな困り感というのを、実際にいろんな道

具を使って体験してもらうというプログラムになっています。これを安心ネット

のメンバーが中心になって、いろんなイベントの会場ですとか、または学校です

とかに行って、住民の方やお子さんたちに体験してもらっているという活動にな

ります。 

  ２３ページに戻ります。パンフレットの作成・配布については次ページ、２５

ページに添付しているようなパンフレットを作って、活動内容を地域に周知を図

っているということです。 

  板橋安心ネットの組織としては、障害関係、特に知的障害の関係の施設ですと

か支援機関から３１団体、かなりの団体が参加してますが、あくまで任意参加で、

団体としても任意団体になります。で、世話人会を中心に、顔が見える関係を持

って、緩やかなネットワークを作っているということです。その緩やかなネット

ワークで、参加の強制はありませんので、参加についても団体すべてが常に会議

に参加してるわけではなくて、実際は３分の１から半分程度の団体さんが入れ替

わりながら参加してるような状態です。 

  事務局は「とくまる福祉作業所」に置かれていますが、公的な位置づけではな

いので、そこの職員さんに時間外を使ってそういった事務系作業を担っていただ

いているということです。お話をうかがっていく中で、今後の課題についてまと

めたものが次の丸（・）になります。 

  まず「ネットワーク、連携の強化」ということで、今、直接の支援者が中心の

ネットワークでは顔の見える関係なので、これをさらに地域に広げていくことが

課題であると。それがさらに行ければ、福祉関係者以外への広がりを図っていき

たいということと、あと、活動の継続性を確保していくと。今はあくまで任意団

体ですので、今頑張っている人たちがいるから続いているということで、これが

今、それぞれの施設であったりとか、個別・個人的な事情で参加できる方が減っ

ていけば、当然ここで行なわれている事業というのも安定・継続性が確保されな

くなるということです。 
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で、実態調査を行なっていきたい。これは任意団体で行なうのはなかなか難し

いところで、この辺を今後考えていかなければいけない。 

最後に挙げられた「事務局体制の強化」というのは一番大きなところで、今は

結局、実際中心になっているのは、ほとんどボランティアで取り組んでいただい

ている状態ですので、この辺はやっぱり公的な位置づけが必要になってくるだろ

うというところが課題として挙げられて、この辺の内容を基にして、協議のほう

を進めたということです。 

次の２５ページが板橋安心ネットのリーフレット、２７ページが参加団体のリ

ストになります。２８ページがＳＯＳカードの見本になります。これ拡大コピー

してるので若干大きくなってますが、クレジットカードサイズで作られています。

大きく「ＳＯＳカード」と書かれていて、裏側に個人名は入っておりません。識

別番号ですね、会員番号が書かれていて、連絡先が入っているというようなカー

ドになっています。当事者の登録というのは、板橋安心ネットのほうで管理して、

各施設のほうで把握してると。連絡先には、その方が所属されてる施設等がなっ

ております。次が先ほど申しましたキャラバン隊のリーフレットで、資料は以上

です。 

○副会長 

  ありがとうございました。今までのご説明に対して、何かご質問・ご意見ござ

いますでしょうか。 

○委員 

  私も「すてっぷ」の専門部会で、いわゆる安心・安全カードの推進を練馬区全

体でできないかどうかということで、させていただいてます。 

基本的に、いわゆる板橋安心・安全ネットのほうとは前からお付き合いござい

まして、先ほど委員がおっしゃるように、本当にボランティアでやってる内容で

あるということと、もう１つは、具体的な守る事例は何だろうかというところで

の使い方ということで言うと、やはり最終的には、そういうことを持ってる人に

対する支援ができるように、地域の商店街およびいろんな関係行政機関に認知し

てもらうという活動が、非常に大切なことであろうと思います。 

  そのためには、１～２団体、１法人等ではなかなか難しい問題がございまして、

行政としても難しいかも分かりませんが、行政のバックアップの下に役割分担を

しながら、障害者全体の、そういう意味で守るツールとして、ぜひ検討していた

だければと思います。親の会および法人としても、実は法人としても、身分証明

カードなんか持って、本人に提示するように言ってます。で、後生大事に見てや

ってますけど、実際それを見て、使う人が分かるようにしなければいけませんの

で、地域に対するそういう理解、普及啓発とも非常に大切だと思います。 

  そんな内容で、そういうことが必要であると共に、私ども、トータルで障害者

をどう守っていくかという中では、権利擁護の中に成年後見をずっと運動を続け

ております。それで成年後見支援活動ネットワークという構想を持ちながら、親

の会を中心に、権利擁護センターさんとか地域生活支援センター「さくら」さん

と連携しながら、今、１つのプランニングを提示させていただいて、関係機関と
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協議するような方向で今考えております。 

  できうれば、次回か次々回のこの会議にも、関係行政機関と相談しながら、そ

の構想を見ていただきたいと思ってます。今「さくら」のほうとも連携ございま

して、「さくら」のニュースに私ども親の会の考え方をちょっと出させていただ

いてますので、もし見る機会がございましたら、そこをちょっと見ていただけれ

ばと思います。 

  いずれにしても、トータルで、どう知的障害者を地域の中で安心に生活できる

かという観点で、ぜひ自立支援協議会を先頭に、いろんな方策を検討していただ

ければと思います。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

○委員 

  後で付け加えた資料で、こういうイメージ図のものを作りましたので、ちょっ

とご覧ください。実は石神井特別支援学校は、あと１年半後に分離します。高等

部だけの大きな学校が光が丘に出来ます。やっぱり東京都としましても、特別支

援学校は地域のセンター校化をしなくて、地域の支援をしていくということが一

番大きな目的になっております。 

  我々今、保護者といろんなことをやってるんですが、やはり小さいときからセ

ーフティネットにどうやって入っていくかということが一番大きな課題になっ

ております。問題が起きてから入ったときには、ちょっと遅いんです。ですから

小さいときから、どの障害の方も地域の支援機関、セーフティネットを使えるよ

うな仕組みを作ろうかというのをＰＴＡと話しております。 

  具体的には、これはすごく大きすぎて、すぐには実現できないんですが、下の

ほうを見ていただくと分かると思うんですけど、今、委員がおっしゃられてたＳ

ＯＳカードというのは、１つのツールなんです。「こういう人たちが地域にいま

す」と。「こういうのが実際にありますよ」というのを、警察とか駅とかコンビ

ニ、今、我々はしょっちゅうコンビニとは連絡を取ってます。 

コンビニで何か子どもが困ったときに、コンビニから連絡が来たりとか、そう

いうことがあります。お金がなくて買っちゃった子は、後から学校へ連絡いただ

くとか、そういう中でコンビニが今は中心になってきてるんですが、そういう所

とつなぐツールとして安心安全カードを持ちたいということと、やはり学校を中

心にして、親たちがやっぱりまとまって「ああ、学校とか支援機関は、我々を助

けてくれるんだ」という意識は、やっぱり小さいときから持ちたいんです。どう

しても、やっぱり保護者とか、特に知的障害の保護者の方はどうしても孤立なさ

るケースが多いんです。ですから、それを避けるためにも、カード１枚なんです

けど、それが少しずつ広がってくると思っております。 

  それと、我々としては、やっぱり見守り支援をしたいんです。我々は本当は、

地域センターさんとか福祉事務所とか、いろんな所と支援会議をやるんですけど、

そのときはもう問題が起きてるんです。問題が起きてから支援会議をやるので、

今我々は、その前に見守りの支援をどうやったらいいか、それがセーフティネッ
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トの一番大きいところだと思っています。 

  それで日ごろから、できる限り今、教員たちは、いろんな夏季休業中に支援を

している所、例えば学童クラブですとか、児童デイですとか、そういう所になる

べく行って、普段から顔が見えるようになって「ちょっとでも困ったら、早めに

相談をしてください」ということで連携を取ってます。ただ、ここに書いてある

ようなケアプランみたいなものは、まだ出来てないです。 

学校としては、単独のを持っています。個別の教育支援計画というのを持って

いて、「この人は地域でやってて、こういう支援を欲しがっている」と。ですか

ら、そういう個別の教育支援計画みたいなものが、ずうっと大人になるまで、特

に今後必要だと私個人的に感じてるのは、やっぱり高齢者。 

高齢障害者の方の支援計画というのは、まだ出来てないですよね。それはぜひ、

こういう所で議論をしていかないと、本当に、相談に来れる方はいいんです、窓

口に。実際に相談に来れないで、家庭で埋もれてる方というのは、高齢者の中で

相当いると思うんです。 

ですからそのためにも、そこら辺の見守り支援体制、例えば「調子はどうです

か」という相談に来てから支援するんじゃなくて、普段から点で付き合っていく

ような支援体制を作っていきたいと思ってますので、とりあえず何年かかるか分

からないんですけど、とりあえずはＳＯＳカードみたいな小さなものから始めて

いって、地域の連携をしていきたいと。そのためには我々は、我々の学校に通っ

ているＰＴＡと一緒にも連携しながら、こういう運動は始めていこうと考えてお

ります。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかに。 

○委員 

  介護中にと言うか外出してて、ちょっと不思議なことというか、一緒に買い物

に車椅子を押しながら行ったんです。行ったら、お会計のときに後ろからポンポ

ンって声を掛けられて「かわいいね」と言ってくるすごく大きな体の人がいて、

多分年上っぽいと思うんですけど。「ありがとう」と言うと、「うんうん」とうな

ずきながら、そこ、お店はパン屋さんだったんですけど、声を掛けた後にパンを

店内で並べてるということがあって、お店の人もかなり困惑顔だったんですけど。 

  そういうときに声掛けるという、コンビニだったら連絡が学校に行く。そのと

きはパン屋さんだったんですけど、店員の人が連絡するなり、本人が知ってれば

声掛けるとか、そういうことが必要なのかなという話なのかなと、今思ったんで

す。その人、カード持ってなかったですけど。そんな話でした。 

○副会長 

  はい、どうぞ。 

○委員 

  私たちの団体が所属している所に、障害者団体連合会（障団連）というのがあ

りますが、そこでも話が出たんですけれども、いわゆるそういう所に所属してい

る団体の人数というのは、例えば視覚障害者で言えば、練馬区の中では１４分の
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１ぐらいですか。聴覚障害者も似たような人数でした。ほかの所も似たような感

じもありますし、だんだん年齢が高齢化していく組織も、実態というのも共通し

てあるように僕は思ったんです。 

  ひとつここで、今話している見守りというかネットワークの問題なんですが、

実際にそういう人たちは多分、何とかカードを持ったりする立場にはなれる当事

者だと思うんですが、今言ったように、その他大勢の障害者の皆さんが外れてる

わけですよね。だから、そういうものをどういうふうにしていくか。もちろん個

人情報というものがあるので、なかなか区からは情報がバシッとは出て来ないと

は思いますが、とりあえず、その他、そういう組織に入っていない人たちをどう

していくのかという問題も少し出していかないと、それこそ何かすごいネットワ

ークになっちゃうんじゃないかなというのが１点あります。 

  それからもう１つですが、要支援表明というのが先ほど言われたんですが、要

支援表明というのは、随分前はなかなか出なかったんですが、今の状況では要支

援を当事者が表明するというのは、もうかなり進んでいるんでしょうかね。今言

ったように、なかなか団体にも入って来ないような人たちが大勢いる中で、要支

援表明というのは、そうたやすくできることなのかなというふうに思いました。 

  それからもう１つですが、別の会議でも言ったんですが、例えば一人暮らしの

視覚障害の人には、ゴミを捨てるという方法を、区のほうから届け出をすると、

その人の家まで来てくれるんです。そうなると接点がですね、いわゆるゴミを捨

てる場所にみんな集まって、下手をすると井戸端会議なるものができたりすると

いうイメージが僕の中にはあるんですが、取りに来てしまうと全然そういう話も

ないし、もう手だけ出せばゴミ収集の人が持って行くみたいな、そういう関係性

になっちゃうので。それは便利なんですが、実は何かそういう、ちょっと関係性

が違ってくる。 

だから、例えば声を掛けて「じゃあ、一緒にゴミを捨てに行きますか」とか、

当番制でそういうことをしていただければ、いろんなことが見えてくるのかなと

か、そんなようなことを今話を聞いて思いました。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにご意見はいかがでしょうか。 

板橋の３１施設というのは、大体どのぐらいの割合になるんですか。 

○委員 

  割合というのは全体の施設に対する比率ということですか。今日は申し訳ない、

資料を持って来てないので、正確な数字というのは出せないんですが、知的障害

の方の通所施設や特別支援学校については、ほぼ網羅されてるような状態です。

それに一部のグループホームと、ほかの作業所等が加わっているというような形。

かなりの機関が加わってる状態ではあります。 

○副会長 

  練馬の場合でも、知的なら知的のそういったネットワークというか、大体ある

わけですよね？今でも緩やかにでは。 

○委員 
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  連絡会と言っても、福祉作業所の連絡会もありますし、そういった組織把握は

されています。 

○副会長 

  じゃあ、それを３障害で全部まとめて何かやらなくちゃいけないという話なん

ですか。 

○委員 

  そこのところで連絡会はあるんですけども、そこでの機能というのかな、今は

かなり限定されたものになってるので、今そこの機能をもっと広げていくことが

必要であるということと、必要になってくるでしょうということと、あともう１

つは、やっぱり組織化されてる範囲も限定されてますので、安心ネットとして考

えていく場合には、それを広げていくことが必要になってるかと思います。いく

つもの組織をまた結びつけた連携というのも１つは考えられるかと思いますけ

ども、１つのネットワークだけでは当然難しいところなんです。 

  あとは協議を今後考えていく上に当たっては、先ほど的野委員のほうから、視

覚障害の方の地域でのサービスが、逆に孤立に結びついてしまってるのではない

かというお話がありましたけども、やはり今回、板橋の取組みというのは知的障

害の方の見守りですけども、やはり地域で暮らして、そこで支援を必要とする人

たちすべてを対象にした見守りの仕組みというのが大きなテーマになってくる

かと思います。 

  今回は、ケースとしては具体的に想定されるものとしては、知的障害を持った

方が外出していて、その中で何らかのトラブルに遭遇するというところで対応し

ているものが主になってきてるんですけども、それだけではないと思います。 

例えば今、災害時の単独での避難が困難な方の登録というのも、区のほうで進

めてらっしゃいますよね。そういったときに、地域として、じゃあどういうふう

に取り組むであるとか、普段、そういった方たちを地域としてどのように見守っ

ていくのか。やはり近所の人たちがそういうときに、パッとすぐ隣の家に災害が

あったときに対応しなければならない人、声掛けが必要な人がいるというのが、

地域の中で共有されていて、そのときに動ける人がすぐに声掛けに行けるである

とか、そういったものを今後作っていかなければならない。それも１つのケース

です。 

  いろんなそういう課題はあると思うんです。それを今１つ１つ対応してるんで

すけども、見守りのネットワークという大きな仕組みの中で、さまざまな問題が

起きたときに、住民自身が対応できるような仕組みを作っていくことが必要だと

いうのが、この安心ネットワークという考え方かと思っています。 

○副会長 

  ありがとうございました。そのほか、どなたか。 

○委員 

  委員のお話の中で、やっぱり親の意識の向上というか、やはり肢体不自由児、

大泉特別支援学校を含めて、今、ドアからドアへ送迎あればいいというような考

えの中で、やはり前はバス停でのコミュニケーションが取れました。でも今は、
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支援のサービスが、ある意味ではいい方向になったがために、親は仕事を持つ。

で、子どものことに関しての相談相手がなくなるという中で、やはりぜひ特別支

援学校、いくつもある中ではないので、練馬地区にある学校が１つとなってほし

いという思いです。 

やはり大泉にも、いろんな障害の人が多くなっています。やっぱり障害の枠を

越えたという意味で、ぜひご一緒に呼びかけてほしいということをお願いしたい

と思います。 

  それともう１つは地域で、うちはセブンイレブンというのがすぐあるんです。

福祉作業所があるものですから、いろいろな関係で、障害に対する理解度は高い

と思います。そこでもやはり今後、お母さん方がひとつ自分の子のために動くと

いうことの大切さじゃないかなと真実思うんです。というのは、それを知っても

らうためには、学校の先生なり行政がまず動くのではなくて、まず親であるとい

う。ということは、うちの父母の会も、もうだいぶ高齢者が多くなりました。だ

けど、もう一回その辺で任意団体である父母の会の組織も強化というか、その辺

を考えていかなきゃいけないのかなというふうに思っています。 

  行政のほうの方が、カードに関してどれほど取り組んでくださるのかなという

のは今後思うんです。やっぱり個人情報の中で、やはり親たち保護者が取り組ま

なかったら行政は動かないという考えを、前にどこかの会で聞きました。となる

と、やっぱり行政を動かすための親の力かなと思うんですけど、どの程度行政の

方がそういうものに協力をこれからしてくれるかなというのも、１つの協議して

いく中で大事なことかなと思います。 

○副会長 

  どうもありがとうございました。それでは、大体意見も出尽くしたようですけ

ども、最後に、先ほど委員、ちょっとご発言ありましたけれども、特別支援学校

を取り巻く状況ということについて、説明をお願いしたします。 

○委員 

  ではＡ４をご覧ください。実は皆さん、新聞等でありますように、東京都は知

的障害、それも軽い方ですね、発達障害の方が特別支援学校を利用する人数が特

に増えてきております。小学部・中学部も多いんですが、高等部からすごい人数

が増えてきております。いわゆる手帳で言いますと、愛の手帳４度をお持ちの方

が半分以上です。６割ぐらいです。 

それで、さっき「さくら」さんからございました、いわゆる発達障害の方がす

ごく増えてきております。それも普通学級とか、あとは普通高校をおやめになっ

て再入学される方、そういう方が増えてきております。一番の課題は、その方た

ちは自己肯定感がないんです。自己肯定感が育てられてないんです。それが我々

教育が一番、我々進路が一番いつも直面するのは「先生、なんで僕は障害者で生

まれたんですか」と、ご本人たちが僕らに聞いてきます。それほど本人たちは、

そこら辺の理解ができてなくて苦しんでる。苦しんで認められてなくて「僕はで

きない、できない」で来て、学校へ来ている方が多いので、やっぱり引きこもり

があったりします。 
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そういう方たちを支援もしてますし、逆にもう片方では、いわゆる自閉症の方

たちを支援してるという状況で、どうしても高等部を分離させなくてはならない

状況になってます。 

実際我々は、２番目のお話になるんですけど、我々は進路で、ほとんどの作業

所・福祉施設を巡回させていただくと、やはりさっき申しましたように、高齢化

です。それで、いわゆる作業所さんには定年がないです。あと、特に知的の方た

ちは、高齢になってから場所を変えるというのはまず無理です。精神的につぶれ

てしまいます。 

それともう１つは、知的障害の方は、老いるということの感覚を教えるのはす

ごく難しいです。教育では、老いるということを教えてないです。老いるって、

どういうことか。社会に出ることまでは教えてますけど、老いていくとどういう

症状が出るかというのは、教育で教えてないです。 

あともう１点、介護サービスとは併用できないのかと。いろんな介護サービス、

私の母親は使ってるもので、いろいろと聞いてみたんですけど、やっぱり知的障

害の高齢者の方を見るだけのスキルが、今のデイサービスにはないだろうという

ことでした。 

それで、これは個人的な提案で、今後ゆっくり議論していただければと思うん

ですけど、やっぱり知的障害者、これは身体でもそうだと思いますけど、高齢者

の支援モデルをぜひ練馬区さんで作っていただきたい。具体的な支援内容という

のは、送迎とか入浴とか作業とかリラクゼーション、それから昼食と夕食。今、

作業所とか福祉園というと、９時～４時ですよね。高齢の方はその時間に来なく

ても、１１時半から来て７時半でもいいと思うんです。２回ご飯食べて、週に２

回ぐらいお風呂入って、健康診断していただいてもいいと思うんです。 

結局我々が見てると、高齢障害者を支援してるのはご兄弟なんです、ほとんど。

お父様・お母様がいらっしゃる方はいらっしゃるんですけど、ご兄弟が厳しくな

ったときどうなるのかなというのが、とても心配です。ですから、これは本当は

デイサービスがうまく使えればいいんですけど、これを早くやらないといけない

のかなというのは、作業所を見てて思いました。ですから福祉施設が、いわゆる

我々進路から言うと、空き状況が厳しい。というのは、どうしてもこういう状況

もあると思います。 

  それと３番目に、特別支援学校の本人・保護者のニーズなんですけど、今申し

ましたように、高等部では発達障害の方と自閉傾向の方、両極端です。いわゆる

愛の手帳の２度・３度の方というのは、ほとんど自閉傾向の方が増えてきており

ます。ですから、いわゆる卒業後のニーズも大きく違っていますし、発達障害の

方は進路を希望される方もいます。自閉症傾向の重度の方は、生活介護か就労継

続のＢで、地域に行きたいと言うんです。歩いて作業所に行きたいと。地域の支

援を使って行きたいので「先生、なんで遠くに行かなくちゃいけないのか」とい

うのは、いつも議論になるところなんです。 

  特にやっぱり自閉傾向の方というのは、独特の動きをしたりとかしますから、

やはり地元で「ああ、あの子何々ちゃん、歩いてるな」とか「あ、何々ちゃんが
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あそこのコンビニに行ったな」というのは、本当に地域で見守らなくてはいけな

い方々だと思っています。ですから、今、保護者が強く望んでいるのは、いわゆ

る公立の作業所に今後、就労移行を作ろうとしてるんですが、練馬区さんは。そ

うではなくて、保護者は生活介護を作ってほしいと。重度の人たちをきちっとケ

アしてほしいんだと。重度で、わざわざなんで遠くまで行かなくちゃいけないの

かと。地域でなんで暮らせないのかというのが、特に自閉傾向の重度の保護者か

らは強く要望が出て来ています。 

  それともう１つは、保護者がやっぱり、経済的にとても厳しいです。シングル

の家庭も相当増えてきていますので、どうしてもお子さんを放課後面倒見られな

い家庭が多いです。そこで今は、児童デイサービス、ガイドヘルプがすごいです。

我々が認知してるだけで３０団体ぐらい。うちの学校には、今２０団体ぐらい入

ってます。 

  それは昔は、障害を持った家庭は、お子さんの面倒はお母さんがという時代で

したけど、今はそうではないので、やっぱりそういう所とも連携して、地域と連

携して、子どものほうをちゃんと育てていかなくちゃいけない時代になってきて

います。そして、そういう所を守るいろんな支援者が増えてきた中で、やはり若

い人が頑張ってる。木村さんもそうなんですけど、すごい若い方たちが皆さん頑

張ってくださってるので、頭が下がる思いなんですけど、やはり次の世代の支援

者を育てていかなくちゃいけないのかなというのを、我々は今考えております。 

  どうしてもやっぱり人手不足で、なかなか研修を受けられない、機会が少ない

ということなので、そこで、もちろん各施設紹介でもやってるんですけど、練馬

区でせっかくいろいろと研究をしてた団体がありまして、「すてっぷ」さんとか

社協さんとか福祉施設の有志と連携して、今若い職員への研修会、情報提供の場

を作っております。 

  とても熱心で、若い方たちが来てくださって、日ごろの悩みとか、それこそ困

難事例の共有をしたいということがありますので、今後やっぱり我々は、そこの

次の支援者を育てていくというのも、とても大切なポイントだと思うんです。セ

ーフティネットを作っていくためには、次の若い力をもう育てていきたいと思い

ますので、我々はとりあえず有志でやりますので、そのうちどういう形でもいい

ですので行政に協力していただかなくてはいけないと思いますので、そこら辺が

今、私がこの８年間ぐらい石神井特別支援学校の進路をやってて、このごろちょ

っと感じるものをまとめさせていただきました。以上です。 

○副会長 

  ありがとうございました。今の説明に対して、何かご質問あれば。３０団体と

いうのは、児童デイとガイドヘルプを合わせてですか。 

○委員 

  もちろん各会も入ってきてます。特に、今後あれが変わりましたよね、法体系

というのが。それで今、ＮＰＯさんがすごいですね。 

○副会長 

  ほかにいかがでしょうか。 
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○委員 

  ちょっと行政のほうで答えられるかどうか分かりませんが、我々法人も、次の

事業展開ということで考えているんですが、区とすると、確か「かたくり」に就

労移行が１０人で、大泉に１０人、北町１０人ですが、これは実行されるんでし

ょうか。ということが、私、法人に非常に関心があるんですが。 

○事務局 

  条例上規定している事項ですので、段階を追って実行していくことになるかと

思います。 

○委員 

  それは新卒中心、それとも作業所の人が持ち上がりになるのか。 

○事務局 

  利用調整につきましては、現在、諸々の規定に基づき行っています。対象者が

どういった方になるかにつきましては、検討中です。 

○委員 

  生活介護を民間で、民立民営でやるという時期、いつごろで今お考えに。２６

年ですか。 

○事務局 

  はい、２６年度中に開設を目指してございます。 

○副会長 

  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。特別ないようでしたら、

これで閉めさせていただきたいと思います。高橋会長が急遽欠席のため交代しま

したが、不慣れなため、審議に充分な内容を伴わなかったかもしれません。今日

の議論が成熟しきらなかったところは、また専門部会で継続してやっていただく

ということで、次回以降、またご報告いただきたいと思います。それでは事務局

からお願いいたします。 

○事務局 

  それでは最後に、事務局のほうからご連絡をさせていただきます。 

  クリアファイルに入れさせていただいた黄色のＡ４、１枚ご覧ください。精神

保健福祉ボランティア講座です。皆様方に情報提供したいということで、石神井

の地域生活支援センター「ういんぐ」より資料がありますので、ご説明をしてい

ただきたいと思います。 

○委員 

  お配りさせていただいたチラシは１１月２０日～１２月４日にかけて、ボラン

ティア体験とか、あるいは当事者の方、あるいは当事者を支援している方のお話

を聞いたりとか、そういったお話を聞いたり、「ういんぐ」でのボランティア体

験を通して、精神の病等の理解をしていただければということで講座を開催しま

すので、もしご興味ある方がいらっしゃったらお申し込みをいただければと思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

○事務局 

  事務局からは以上です。 
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○飯島副会長 

  それでは、今日は長時間どうもありがとうございました。 

（終了） 


